




要約:新生児ウイルス感染症の実態を把握する目的で次の二点につき検討を行った。

(1)1991 年 1 月から 1997 年 8 月までに当科で経験した新生児感染症 355 例中、ウイルス

が分離された 54 例につき疫学的・臨床的に検討を行った。6～9月に 38 例(70.4%)が発症、

日齢 7までの早期新生児が 23例(42.6%)で、日齢 8以降の新生児後期に比べて全身感染症

や無菌性髄膜炎の割合が高かった(p<0.05)。新生児室や未熱児センター内で発症した児が

過半数を占めた。(2)前の事実を踏まえ、1996 年 9 月から前方視的に 1 年間にわたり当院

未熱児センター入院中の児を対象に、週 1回便からのウイルス分離を行った。343 例の 1265

検体中、11 例 17 検体からウイルスが分離された。新生児ウイルス感染症の多くは入院施

設内で感染を受けている可能性があり、感染防止対策が重要である。


